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（トップライトとガラスの床）により分節
し，浮遊させ，図書館とは対比的な表現
としました（写真５，６）。
この構成は，積層したホールと図書館
という２つのプログラムを関連づけたい
考えからです。ホール自体，音の問題か
らコンクリートの壁，２重床で明快な構
造を与え，それを形態的にも独立して扱
うことで，ホール周りの人の動きを可視
化して，上下階のアクティビティーがお
互いに感じられる一体感ある構成としま
した。
上階のホールへのつながりは動線とし
ても上手くいったと考えています。そこ
で，前面に池を配した大庇の下のライブ
ラリープラザを外部の都市的なホワイエ
（ロビー，たまり場）と考え，そこから最
も公園への広がりを感じる南側に面した
サイドホワイエを介して，３階のホール
に螺旋状にズレながら重層するアクセス
を生み出しました。立体的な人の動きを
顕著化するホワイエ空間がどこにいても
隣接する公園との関係を意識させ，見え隠れ
するシークエンス（連続する風景）を楽しみ
ながらアプローチする仕掛けです。この構成
は，ホールでのイベント終了時における人の
滞留時間をとり，混雑を防ぐ役割も担います
（写真７）。
これら「ブックギャラリー」の吹き抜けか
らホールのホワイエまで連続する空間を実現
するために，技術的には，避難安全検証法に
より排煙区画を緩和し，図書館部分の９mス
パンの柱間を３等分した鉄筋コンクリート構
造の格子梁はアルミの穴あき天井により蓄煙
スペースとして機能させました（写真８）。
図書館建築賞への応募秘話
今回の受賞に当たっては，１年以上も前か
ら，関係者の皆様と準備を進めて参りまし
た。2013年に大学図書館側から本賞への応募
のお話をいただきましたが，実は，その年は
弊社で設計した他大学が応募するということ
が分かっていたため，「何とか，次回に応募
を繰り越せないかな？」と重ならないことを
願いました。後に両校の応募が１年ずれるこ
とが分かり内心はほっとしました。そのた
め，本賞の応募資料作成には充分な時間を取
ることができました。
また，協会の現地審査では，事前説明のと
きに，「設計者は会議室から退席してくださ
い」と審査委員長からの予想外の発言があ
り，準備した資料が説明できずに書類審査が
始まり，１時間以上も外で待たされるといっ
たハプニングもありました。このように，い
ろいろな事象を乗り越えて，今回の受賞に至
りました。
これから，さらなる「運営力」でより良い
図書館として成長することを願っています。
雑誌コーナーを配置して，上階に行くに従い
専門性が高まるグラデーションを創っていま
す。
アクティビティーを可視化する
図書館でもう１つ意識したのが，光の扱い
です。つながりある空間構成と呼応するよう
に，開口部や上部のガラスの床を注意深く配
置して，バウンドさせた斜めの柔らかい光を
採り入れようとしています。正面の開口を広
くして，一般開放施設にアクセスしやすく
し，建物の奥行を小さくすることで，外観に
透明性を狙いました。キャンパスの軸線 /キ
ャンパスモールが建物を貫いて周辺の街につ
ながっていく感覚を創りたいと思いました
（写真４）。
上階の多目的ホールは，大学３学科の定員
が収まる480席＋バルコニー120席で舞台との
距離も近く，区民も利用しやすい規模です。
講義やガイダンス，講演のほか，コンサート
などにも対応できるスペックを備えました。
それを，キャンパスの中で１つのアイコンと
なるように，キャンパスの他の部分とは異な
る金属（アルミキャスト）の多面体で明快に
構成しました。そのボリュームをスリット
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